
引き続き、上記のとおり蔵書点検を行ってまいります。 

ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力いただきますようよろしくお願いいたします。

図書館名 蔵書点検の実施日程 

波田図書館 ６月３日（月）～６月８日（土） 

あがたの森図書館、寿台図書館、 

梓川図書館 
６月１０日（月）～６月１２日（水） 

中央図書館 ６月１３日（木）～６月２４日（月） 

中山文庫 ９月２日（月）～９月７日（土） 
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篠原 由美子 

書き込み 

小さいお子さん向きの本によく

みられますが、大人向きの本でも

重要と思われる所に線引きされ

ていることがあります。 

汚損 

雨のような無色の水濡れも汚損に 

なり、カビの発生原因になります。 

紅茶やコーヒー等の有色の汚れも 

直すことができません。 

破損 

ページが取れたり、破れてしまった 

ものは、返却時にお申し出ください。 

直せるものは、職員が直しますので、 

そのままの状態でお持ちください。 

ご自宅のセロハンテープ等を使用して 

修理することはご遠慮ください。 

また、切り抜きはしないでください。 

先月号でもお知らせしたとおり、松本市図書館は５月

から蔵書点検が始まりました。その結果、今まで不明

資料の扱いとなっていた本が発見される一方で、残

念ながら新たに不明となった本や、激しく破損や汚損

している本などが発見されています。 

図書館の本は市民のみなさまが共有する資料

です。大切に扱いましょう！ 

〔松本市図書館協議会委員の皆さんによるコラムです。初回である今回は篠原会長に執筆をお願いいたしました〕 

「実学の魅力」

「図書館が好きなのは本が好きだから」という人は多い。私も例外ではない。十代のころから将来は何か本に関

わる仕事をしたいと願っていた。図書館はその選択肢の一つだった。けれども回り道をして三十代で図書館の仕事

にたどりついたとき、図書館が好きな理由はたくさんあったな、と気付くことになった。 

 それで思い当たることをひとつ。小学４年のときの十進分類法との出合いだ。図書館の授業で、本のラベルの数

字にはそれぞれ意味があり、その数字だけでどんな本か分かるようになっていると教わった。そのとき、なんてう

まくできているんだろう、と感激したのだ。 

 司書資格を取得する学習では、図書館の資料を整理する考え方にわくわくした。学校図書館で仕事をしたときに

は、整理方法を自分なりに応用するのが楽しかった。 

 図書館の整理方法というのは、学問的な体系に基づくものではない。時代やそれぞれの図書館の事情にあわせて

変化してきている。小学校の４年生のときに出合ったのは、もしかしたらこのような図書館業務に伴う実学的な思

考の魅力だったのではないかと思うのである。 




